
  

   

 岡山県内で１１月から１２月にかけて、交通事故により６人の高齢歩行者が犠牲となっ

ています。 

 事故の特徴として、夜間、自宅付近で横断中に交通事故に遭っています。 

 歩いて外出するときには、次のことに気を付けましょう。 

 押しボタン信号は、歩行者が使用して安全に横断をするために設置
されています。 

 自分一人が横断するために使用すると「車が渋滞してしまう」「車
に止まってもらうのは申し訳ない」などと考えていませんか？ 

 そんなことはありません。押しボタン信号は飾りではありません。 

 なお、多くの押しボタン信号は、ボタンを押せばすぐに変わるよう
に設定されています。待ち時間もありませんので、ぜひ活用してくだ
さい。  

 押しボタン信号は使用しなければ、設置されている意味がなくなっ
てしまいます。 

 斜め横断は危険です。横断に時間がかかり車などに跳ねられてしま
う危険が高まります。 

 道路を横断するときは、目だけでちらっと見るのではなく、しっか
り首を左右に振って安全を確認して横断しましょう。 

 また、車が遠くから接近する場合でも待ってから横断しましょう。 

 特に左からくる車には要注意!! 

 

 
ひと言アドバイス 

 夜間に自分の存在をアピールしましょう!! 

 近所でも油断は禁物!! しっかり確認するなど安全な行動を! 

「目と手で合図」で横断をアピールして安全に道路を横断しま                  

しょう!!            


